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一五大学及び英国クランフィールド大学の機関リポジトリの文献情報を集積し、 ンク ・ リゾルバ 「ＳＦＸ」 （
E
xL
ibris
社） 、 「ワー
ルドキャット・リンク・マネージャー」 （ＯＣＬＣ）に組み込まれている。
　平成一八年一一月の稼働以降の利用状況
分析によれば、対応リンク・リゾルバ導入機関において、九三％のケースでは購読電子ジャーナルが閲覧され、七％のケースで機関リポジトリ上の文献が閲覧された。その分、電子ジャーナルへのアクセス権限のない潜在的読者の需要に応えることができたといえる。
　世界の機関リポジトリには三〇〇万編の
学術文献が収載されている。これは 全体としてＪ
– ＳＴＡＧＥを超え、
C
iN
ii に匹
敵する規模だ。現在
A
IR
w
ay
では、文献
ナビゲーション効果をさらに高めるべく、より多くの機関リポジトリ 情報を組み込み、より多くのリンク・リゾルバ製品に組み込まれるよう、業界内の広報普及活動に努めている。
　しかしまた一方、さまざまな電子コンテ
ンツの最適な統合的利用環境の実現を考えるにあたり、リンク・リゾルバを含む現存の技術は、昨今の情報技術の進展スピードからす と、多かれ少なかれ過渡的なものと考えざるをえない。研究者の情報探索行動に見合ったさらなるシステム改善、新たな枠組みの創出に努力していきたい。
（すぎた 　しげき／北海道大学附属図書館）
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図２　文献本体へのナビゲーション
